






































Intra-Asian Trade and the World Market, Abingdon and New York, Routledge, 2006.
Intra-Asian Trade and Industrialization, Abingdon and New York, Routledge, 2014.
などがあります。最近では、小生の恩師マサイアス先生が逝去されて、追悼論文集を編むことに
なり、北先生に寄稿を依頼したところ、ご快諾いただき、今年（2018年）春に
Asia and the History of International Economy, essays in memory of Peter Mathias, with special 
contributions from H.I.H.Crown Prince Naruhito, Abingdon and New York, Routledge, 2018.
がイギリスとアメリカで公刊されました。その中で、北先生は、19世紀のアジア海域の商業圏
をめぐって、イギリスを中心に新興のアメリカや各国が凌ぎを削る中、大英帝国の優位が失われ
なかったのはスコットランドの船舶技術・現地経験・人的ネットワークの支えがあったからだ、
という北先生の面目躍如たる好論文を執筆されています。この追悼論文集は、マサイアス先生の
指導を仰がれた徳仁皇太子殿下のテムズ河の水運とグローバルな水問題にかかわる二本の論文を
収めており、皇室が学問を重んじられていることを内外に知らしめる学術書です。そこに小生も
一文を寄稿し、北先生と名誉を共有することができました。北先生の学友であり続けてきたこと
は小生の学問人生における誇りです。
